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1．はじめに

　小樽港は、北海道の西部、積丹半島の東側、石狩湾
に面する弓状に入り込んだ海岸線に位置し、古くから
鮭や鰊の豊漁地として知られてきたが、明治初頭に石
炭の積出しや内陸部への物資供給の中継港として発展
し、明治 32 年の開港以来、昭和 26 年に重要港湾に指
定され、令和元年には開港 120 周年を迎えています。
　小樽港の港湾計画は、平成 9年の改訂から、20 年
以上経過しており、我が国を取り巻く社会、経済情勢
や本港の利用状況等が大きく変化し、その計画と現状
の港湾利用に乖離が生じています。
　このため、港湾計画を改訂することとし、基本的な
進め方として、20～30 年後の長期的な社会、経済情
勢の見通しや地域の将来動向などを考慮した港湾の発
展方向となる長期構想を策定し、それをもとに 10～
15 年先を見通した港湾計画を改訂していきます。

　長期構想の策定に際しては、港の発展の方向が社会
面、経済面等の多岐にわたるとともに広範囲に影響が
及ぶこと、社会、経済情勢の変化に影響されやすいこ
となどから、市民、学識経験者、港湾利用者などから
幅広い意見を聴取し、本港の目指すべき姿についての
合意形成を図るため、小樽港長期構想検討委員会を設
置し、計 4回にわたる委員会での検討を経て令和 2年
12 月に策定しました。
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2．小樽港の目指すべき姿

　小樽港の役割、課題、強み、検討委員会での意見、
港湾利用者からの要請、社会経済情勢、関連計画の 7
つの視点で検討を進め、今後の小樽港の目指すべき姿
である、「将来像」と「基本理念」を掲げました。

3．小樽港の基本目標と将来プロジェクト

　この目指すべき姿を実現させるため、「物流・産業」、
「観光・交流」、「安全・安心」の 3本の柱からなる「基
本目標」を定めました。

【物流・産業の基盤強化】
　日本海側の基幹航路をはじめ対岸貿易における地理
的優位性やこれまでの港湾機能集積を生かし、北海道
の経済・産業を支える物流拠点としての発展を目指す。

【観光・交流の基盤強化】
　国内有数の観光都市であるポテンシャルやクルーズ
船をはじめとする多様な船舶が寄港する海のゲート
ウェイを生かし、国際的な観光・交流拠点としての発
展を目指す。

【安全・安心の基盤強化】
　災害リスクが少ない日本海側に位置する天然の良港

である優位性を生かし、道内外被災地への災害支援な
どの防災拠点としての機能を強化する。

　基本目標を達成させるため、小樽港の強みである多
様な機能を生かした港湾空間の効率的な利用再編や将
来に向けての課題を整理し、9つの「将来プロジェク
ト」を作成しました。
　それぞれの「将来プロジェクト」は、動向と将来展
望、ポテンシャル、目指すべき姿、実現に向けた課題、
施策のイメージを整理し、概ね 10～15 年後を目標と
した短中期の施策と、20～30 年後の将来を目標とし
た長期の施策で構成しています。

4．おわりに

　この「長期構想」の短中期の施策については、「小
樽港港湾計画」に反映していくこととし、現在、港湾
計画改訂に向け作業を進めています。
　今後は、小樽港の将来像として掲げた「ひと・もの
が世界と行き交う北海道日本海側拠点　小樽港」を目
指し、物流機能の強化や賑わいの創出により、魅力的
で活力のある港づくりを進めてまいります。
　「小樽港長期構想」の詳細は、小樽市のホームペー
ジで閲覧できます。

将来プロジェクトと主な施策


